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はじめに

　元時代染付あるいは元青花，それは中国の元時代に景徳鎮で生まれた陶磁器
の一種である。様式化された製品が大量生産され，世界各地に流通したが，そ
の起源と年代については今も論争が続く。古くて新しい課題であり，物の始ま
りを探る興味尽きないテーマの一つである。
　元青花壺は鑑賞陶磁器として 2005年に 27,700,000ドル，今のレートなら 33

億円の高価格でロンドンのオークションを飾ったこともある。美術館に展示さ
れるばかりでなく，遺跡発掘品は遺跡の年代推定や居住者層，当時の流通範囲，
文化交流などを知る歴史資料として活用されている。
　所有者が代わりながら，いまロンドン大学に所蔵される青花雲龍紋象耳大瓶
は至正 11年銘があることで世界の陶磁器のなかでも有名なものである。元青
花の研究はここから始まる。トルコのトプカプ宮殿の台所に収納された元青花
は，それを用いた研究で至正様式が元青花の代表例になり有名となった。いず
れも半世紀以上前のことである。
　2011年 2月，金沢大学創基 150周年記念シンポジウムとして「元代青花瓷
―出現と継承―」を開催した。日本の研究者ばかりでなく，関係する中国や台
湾の研究者も参加し，知的好奇心を共有した一日となった。
　本書は半世紀以上にわたる研究上の展開をいくつかの視点から検討し，最新
の研究を発表した当日の成果を中心に掲載している。日本や韓国，東南アジア，
さらに欧米の陶磁器の基礎となった元青花について，陶磁器や歴史を好む読者
に様々な視点から刺激を与えることになればと願う。

（編者・佐々木達夫）
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